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5
関係法令

国等補助制度
関連計画

　図書館法、東浦町中央図書館条例、同規則、東浦町子ども読書推進計画

平成29年度東浦町教育委員会事務点検・評価表（評価対象年度：平成28年度）

事業番号 30 担当課

総括評価
今後の課題

　利用者の満足度の向上や、普段図書館を利用しない方の今後の利用につなげることも考慮し、
魅力的な新刊書の購入、図書等の入れ替えを行いました。
　近年は、インターネットの普及や書籍の電子化により、学習活動や情報収集の手段が多様化し
ており、図書館としてもこうしたIT技術を取り入れ、利便性を高める必要があります。
　利用者の利便性を高めつつ、イベント等を通じて紙の本そのものの魅力を伝え、より多くの方
に本を手に取っていただく取り組みを継続的に行っていきます。

1 事業名 図書館資料購入事業・図書リサイクル関係事業

図書館

3 事業の背景

　住民のみなさんの生涯学習の場として知的要求に応えるために、図書等資料の充実を図ってい
ます。継続的に新しい資料を購入し、図書館の情報を入れ替えていくことで社会的な変化にも対
応する必要があります。
　また、入れ替えにより生じた本や雑誌については、リサイクルすることで活用しています。

4 事業の目的

　住民のみなさんの多様な知的要求や課題解決に的確に応えるために、図書館資料を十分に備え
ます。また、図書館で利用されなくなった本をリサイクル本として、住民のみなさんに利用して
いただくことで資源の有効活用をしています。

9 特記事項

　平成３年７月開館

6 関連事業

　図書館情報化事業、図書館サービス体制充実事業、子ども読書活動推進事業

8
事業実績

（26年度～
28年度）

7
具体的な
実施内容

・図書館資料購入　一般書　3,233点、児童書　1,990点
　　　　　　　　　ＤＶＤ　　  22点、紙芝居　  　 71点　　               計5,316点
・雑誌のリサイクルフェア（６月）
                      ６月提供冊数　1,613冊　譲渡冊数　1,576冊（譲渡率97.7％）
・本のリサイクルフェア（11月）
　　　　　　   11月提供冊数　2,359冊　譲渡冊数　2,326冊（譲渡率98.6％）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

図書館カード登録率※ 39.8% 42.6% 45.0%

町民１人当たりの貸出点数 6.5点 6.1点 6.2点

登録者１人当たりの貸出点数 16.3点 14.4点 13.8点

１日平均貸出者数 241人 226人 227人

１日平均貸出点数 1,089.1点 1,015.6点 1,017.7点

町民１人当たりの資料点数 3.8点 3.8点 3.9点

蔵書回転率 172.7% 161.0% 161.1%

蔵書冊数 189,243冊 191,720冊 194,597冊

購入点数 4,438点 4,406点 5,316点

除籍冊数 3,027冊 2,514冊 3,045冊

リサイクル本譲渡率（平均） 95.5% 98.2% 98.2%

※図書館カード登録率は、町人口に対する貸出登録者の比率
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14

26年度決算 27年度決算 28年度決算 29年度予算

受益者負担はありません。（図書館無料の原則）

事業の評価

12 評価の理由

その他

1,346

低い

12,247 104.3%

改善の余地あり

改善の余地あり

改善の余地あり

適切

妥当

妥当

高い

高い

すべて

普通

支
　
出

13

11

　新しい本などの購入ができなくなり、利用者サービスが低下します。

⑤受益者負担は妥当である。

縮小・廃止
した場合

図書館の利用は無料であり、利用者登録をしなくても自由に本を閲覧等できるため、手法
は適切です。

　所蔵本を増やすことで、利用者サービスが向上します。一方、図書館の収容能力に限界が
あるため、本棚に収まりきらなくなります。今の所蔵冊数が最良の状態です。

③事業効果が高い。

⑥手法は適切である。

①法により市町村義務と定められている。

低い

④事業範囲・規模は妥当である。

知多5市４町、刈谷市及び高浜市と相互利用をしており、広く地域の人に利用してもらえ
ています。

需用費

合 計

事
業
費

9,527

拡大した場合

10 総事業費(千円)
22,366

10,873

公共図書館は図書館法で行政の関与が定められています。

一日平均525人、年間延べ16万人以上の方が利用しています。

②行政関与の必要性が高い。

いいえ

廃止

普通

改善 現状維持拡大事業の方向性 ○ 縮小

事業を

一部

104.1%

102.8%

1,523

9,794

11,317

113.2%

0

0

23,000 23,061対前年比(％) 対前年比(％)

80.6%1,227

10,512

11,739

0

0

107.3%

103.7%

169.7%

25,237

2,082

対前年比(％)

0

0

96.7%10,165
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9 特記事項

　ICタグ、電子書籍の導入などの情報化については、他市町の導入状況等の社会的変化や住民の
みなさんのニーズ、費用対効果を総合的に判断したうえで導入の可否及び時期を見極める必要が
あります。

6 関連事業

　図書館資料購入・リサイクル事業、図書館サービス体制充実事業、子ども読書活動推進事業

8
事業実績

（26年度～
28年度）

7
具体的な
実施内容

　図書の貸出、返却及び予約管理等を図書館システムを利用して管理しています。また、図書館
システムにより蔵書管理することにより、利用者からのレファレンスに広く対応できます。

・図書館システムの契約更新（平成26年度から30年度）
・平成28年３月１日から新ホームページ運用開始
・図書館ホームページにおすすめの本リストを掲載
・図書館ホームぺージに外国語利用案内（英語、ポルトガル語）を掲載
・図書館ホームページの利用者のページに「今度読みたい本」の機能追加（平成26年度開始）
・図書館ホームページにメールアドレス、好きな作家やキーワードを登録することで利用できる
　「新着案内メール」の機能を追加（平成28年度開始）
・延滞本の督促メール送信（平成27年１月から運用開始）
・閲覧用パソコン２台を買い替え、インターネット検索の利便性を向上
・閲覧用パソコンの使用時間を30分（延長1時間）から１時間（延長１時間）に拡張

事業の背景

　パソコンの普及によるシステム化に伴い、使いやすくて便利なシステムが求められています。

4 事業の目的

　利用者が、使いやすく利便性の高いシステムを提供し、利用者の自主学習や知識向上のための
情報管理を行います。
　また、利用者自らが図書館の情報機器にふれ利用できるような環境を作ります。

5
関係法令

国等補助制度
関連計画

　図書館法、東浦町中央図書館条例、同規則、東浦町子ども読書活動推進計画

平成29年度東浦町教育委員会事務点検・評価表（評価対象年度：平成28年度）

事業番号 31 担当課

総括評価
今後の課題

　インターネットを通して、図書館システムを利用する人が増えてきました。資料検索について
も検索条件の設定が多様化し、さらに「新着案内メール」機能により、利用者は自分の希望する
資料を探したり、メール通知にて確認できるようになりました。さらに、レファレンスツールを
ホームページ上で公開したり、館内閲覧パソコンで利用できるようにしたことで、レファレンス
サービスの向上を図っています。またメールアドレスの登録者を増やすことで、予約や本の貸出
延長などの受付事務の簡素化が図れています。
　今後は、紙ベースである現行法規のデータベース化とフリーWi-Fiの導入により、図書館の情
報化を進めます。

1 事業名 図書館情報化事業

図書館

3

平成26年度 平成27年度 平成28年度

インターネットパソコンの利用実績 627件 753件 466件

Webによる予約件数 6,415件 6,342件 7,243件

督促メール送信実績 18件 96件 69件

今度読みたい本の登録利用者 109人 112人 131人
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3,920

4,166

0

0

98.8%

98.9%

65.9%

9,724

162

対前年比(％)

0

0

100.1%3,922

9,102 9,569対前年比(％) 対前年比(％)

100.4%246

106.8%

107.0%

245

3,969

4,214

102.5%

0

0

10 総事業費(千円)
8,784

3,947

指定管理制度を導入することで民間に運営を任せることもできますが、本町では行政が関
与しています。

図書館資料の管理は、開館当時は紙ベースで行っていましたが、システム導入により効率
化され、利用に対しても従来より迅速な対応が可能となりました。

②行政関与の必要性が高い。

いいえ

廃止

普通

改善 現状維持拡大事業の方向性 ○ 縮小

事業を

一部

支
　
出

13

11

　利用者には、貸出･返却･予約の基本的な利用方法のみを提示すれば理解されやすいです。
一方、資料を従来のように紙ベースで管理すると人件費及び時間がかかります。

⑤受益者負担は妥当である。

縮小・廃止
した場合

適切な手法で決定された業者と契約しています。

　オプション機能を拡張した場合、さまざまな機能を利用者に提供することができます。一
方、費用がかかるうえに、機能がありすぎて利用者が混乱するおそれがあります。

③事業効果が高い。

⑥手法は適切である。

①法により市町村義務と定められている。

低い

④事業範囲・規模は妥当である。

貸出等の基本的な作業を中心とし、「新着案内メール」の登録など、オプション機能も充
実しています。

役務費

合 計

事
業
費

3,708

拡大した場合

26年度決算 27年度決算 28年度決算 29年度予算

受益者負担はありません。

事業の評価

12 評価の理由

その他

239

低い

4,084 98.0%

改善の余地あり

改善の余地あり

改善の余地あり

適切

妥当

妥当

高い

高い

すべて

普通
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5
関係法令

国等補助制度
関連計画

　図書館法、東浦町中央図書館条例、同規則、東浦町子ども読書活動推進計画

平成29年度東浦町教育委員会事務点検・評価表（評価対象年度：平成28年度）

事業番号 32 担当課

総括評価
今後の課題

　イベントや講座の開催により図書館の新たな利用方法の認知度が高まってきていますが、申込
みが必要な講座については参加者が集まらない事もありましたので、内容の見直しと周知方法の
改善が必要と考えています。また、本来の図書館業務である図書等の貸出数が伸び悩んでいるた
め、来館者数とともに貸出数を増やす工夫が必要です。
　有志の地域住民からなる「よむらびサポーターズ」からは、図書館をより良くするための様々
なアイディアが出されており、地域ぐるみの図書館としてさらなる発展を遂げる可能性をもって
います。現在は、よむらびサポーターズとの協働により、まちじゅうで本に触れる機会を生む取
り組みとして、ぐるぐる図書館の活動を推進しています。
　また、自主学習のための利用が多い中高生にも、本を読んでもらうようになるための環境づく
り等、工夫が必要です。

1 事業名 図書館サービス体制充実事業

図書館

3 事業の背景

　ライフスタイルの多様化や少子高齢化の進展など社会情勢の変化に伴い、図書館には新たな視
点に基づく運営が求められています。地域の実情にあったサービスを提供し、東浦町中央図書館
をより居心地の良い空間にしていく必要があります。

4 事業の目的

　住民のみなさんが、本を借りる場所という概念に捉われない新たな視点での図書館の利用方法
を提示し、気軽に来館でき、利用できるサービス体制を整えます。

9 特記事項 　―

6 関連事業
　図書館資料購入、リサイクル事業、図書館情報化事業、子ども読書活動推進事業

8
事業実績

（26年度～
28年度）

〈平成28年度実施事業〉
・各種講座　受講者 延べ23名　　　　　　　　・ＤＶＤ上映会　参加者 延べ 70名
・大人のための朗読会　参加者 120名　　　　 ・開館25周年トークイベント　参加者 40名
・よむらびコンサートin図書館　参加者 250名 ・ブックスタート講演会　参加者 120名
・知多半島春の国際音楽祭　参加者 130名　　 ・町フェイスブック　投稿回数 29回

7
具体的な
実施内容

①レファレンスサービス
　図書館の資料を使って、資料・情報探しのお手伝いをするサービス
②広域ネットワークの構築による公共図書館における情報基盤整備
　利用登録が可能な範囲…町内・知多地域の９市町、刈谷・高浜市に在住・在勤・在学の方
③相互貸借
　図書館同士が所蔵している資料を貸し借りすること
④講座（子ども読書活動推進計画関連以外）
　・知的書評合戦ビブリオバトル入門講座　　　8月26日
　・本の帯でひな人形作り講座　　　　　　　　２月５日
⑤よむらびサポーターズ
　平成26年度に実施したワークショップから継続している、図書館の魅力向上につながる取り
　組みを考える、住民参加型のグループ。
　・ミーティング年９回、図書館情報誌「よむらびん」発行、よむらびフェスタへの参加等
⑥ＤＶＤ上映会
　・子ども向け　　「小さなバイキングビッケ」８月10日
　・大人向け　　　「私の頭の中の消しゴム」　９月23日　「おくりびと」　3月18日
⑦図書館の魅力向上プロジェクト
　・大人のための朗読会　　　　 ７月１日　演者：夢風船
　・開館25周年トークイベント　７月３日　礒井純充氏
　・よむらびカフェ　　　　　　８月10日
　・よむらびコンサート　　　　10月１日　演者：長坂沙織氏
　・ブックスタート講演会　　  １月 28日　講師：豊田一彦氏
　・春の知多半島国際音楽祭　　 ３月４日　演者：ﾗﾔﾘ ｴﾙ ｳﾝｽ他
⑧町フェイスブックの活用
⑨レファレンスデータベースの設置(調べものに便利なインターネットサイトのリンク集)
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受益者負担はありません。

事業の評価

12 評価の理由

その他

1,154

低い

307 190.7%

改善の余地あり

改善の余地あり

改善の余地あり

適切

妥当

妥当

高い

高い

すべて

普通

支
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　講座等への参加者減少に伴い、図書の貸出や来館者数が減少します。

⑤受益者負担は妥当である。

縮小・廃止
した場合

イベント等への参加者の増加に対し図書の貸出は増加していないため、講座等の参加と貸
出との相乗効果の図り方を検討する必要があります。

　図書館への来館頻度や読書活動を促進します。

③事業効果が高い。

⑥手法は適切である。

①法により市町村義務と定められている。

低い

④事業範囲・規模は妥当である。

参加者が集まらず、中止となった講座もありました。もっと多くの世代に図書館を利用し
てもらうため、幅広い年代が参加できるような講座等を開催し、周知の改善も必要があり
ます。

需用費

合 計

471
事
業
費

0

拡大した場合

10 総事業費(千円)
15,609

1,625

図書館利用の活性化、読書活動推進を目的としているため、行政の関与は必要です。

講座やイベントは普段図書館を利用しない方も引き込むことが出来たため、図書館に来館
するきっかけ作りになりました。

②行政関与の必要性が高い。

いいえ

廃止

普通

改善 ○ 現状維持拡大事業の方向性 縮小

事業を

一部

30.6%

0

384

113

497

33.3%

24.0%

0

報償費

14,735 14,818対前年比(％) 対前年比(％)

80

21.1%81

161

70.8%

0

0

32.4%

329.6%

16,147

267

対前年比(％)

50.0%

0

0

40
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5
関係法令

国等補助制度
関連計画

図書館法、子どもの読書活動の推進に関する法律、
子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画、愛知県子ども読書活動推進計画、
東浦町中央図書館条例、同規則、東浦町子ども読書活動推進計画

平成29年度東浦町教育委員会事務点検・評価表（評価対象年度：平成28年度）

事業番号 33 担当課

総括評価
今後の課題

　子どもたちが本を好きになる機会の創出のため、子どもたちに認知度が高いマスコットキャラ
クター「よむらび」を使用した「よむらびプロジェクト」を実施するなど、第２次東浦町子ども
読書活動推進計画に基づき、子どもたちに読書の喜びを伝え、子どもたちが自ら読書に親しみ、
読書習慣を身に付けていけるように事業を展開していきます。
　図書等の貸出件数が特に少ない10代後半の方の利用促進を図るため、子ども・若者に関心が
高い本、誰でも読みやすい本などをまとめて展示するティーンズコーナー(一般図書と児童図書
の間の層)の設置や、普段図書館を利用しない方々への図書館のPRが必要です。
　ブックスタート事業では、平成28年度に開始した絵本の配布率が5割程度となり、今後、配
布率を増やす工夫が必要です。

1 事業名 子ども読書活動推進事業

図書館

3 事業の背景

　次世代を担う子どもたちの読書離れが問題になっているため、子ども読書活動を積極的に推進
する必要があります。このため平成21年3月に平成21年度から平成25年度までの5年間の第一
次子ども読書活動推進計画を策定し、子どもたちが進んで読書に親しむような機会の提供や読書
環境の整備を図ってきました。平成26年4月には平成26年度から平成30年度までの5年間の第
二次子ども読書活動推進計画を策定し、さらなる子ども読書活動の推進を計画しています。

4 事業の目的 子どもたちが自ら読書に取り組むきっかけをつくり、読書活動を推進します。

9 特記事項 ―

6 関連事業 図書館資料購入・リサイクル事業、図書館情報化事業、図書館サービス体制充実事業

8
事業実績

（26年度～
28年度）

7
具体的な
実施内容

①講座
・読書感想文書き方講座（３・４年生・保護者）　７月26日
・ビブリオバトル入門講座（教員、学校図書パート）　８月26日
・紙芝居講座（ボランティア・保育士）10月11日
・絵本の読み聞かせ講座①（一般・ボランティア）　11月17日
・絵本の読み聞かせ講座②（一般・ボランティア）　11月24日
・本の帯で雛人形作り講座（一般）　２月５日
②よむらびフェスタ　７月30日
　人形劇、工作、読み聞かせ等のボランティア団体の出し物を発表。
③読書感想文・感想画コンクール
④プレーパーク　10月29日：於大公園にて読み聞かせを実施。
⑤よむらびプロジェクト
　マスコットキャラクター「よむらび」のＰＲを通し、各種イベントを実施。
⑥おはなし会　第１～４水曜日　午前11時～、第１・３土曜日　午後２時30分～
　図書館おはなしコーナーでボランティアによる読み聞かせを実施。
⑦クリスマス会　12月17日
⑧ブックスタート事業
　保健センターで絵本の読み聞かせを行い、引換券で絵本をプレゼント。
⑨小中学生による図書館ボランティア　７月～12月
⑩社会体験研修（教員）・職場体験学習（中学生）・図書館見学（小学生）　５月～10月
⑪学級文庫充実事業
　図書館閉架書庫の本を６学校の学級文庫に貸出し（１校１学期100冊まで）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

講座数・延べ参加人数 ４講座・98人 ６講座・173人 ５講座・80人

よむらびフェスタ参加者数 570人 391人 609人

読書感想文・感想画　応募点数 7,312点 7,192点 7,223点

よむらびプロジェクト件数　 ４件 ４件 7件

おはなし会実施回数
（参加者数）

69回
（1,122人）

65回
（1,018人）

67回
（1,332人）

クリスマス会参加者数 84人 303人 231人

ブックスタート参加者数
（絵本配布数）

425人 396人
419人

（218冊）

図書館ボランティア受入者数 延べ228人 延べ202人 延べ239人

職場体験・図書館見学者数 324人 234人 389人

学級文庫充実事業参加校数 ３校 ４校 ６校

66



　 　 ○

○

○

○

　

○ 　

②

③

④

⑤

⑥

14

26年度決算 27年度決算 28年度決算 29年度予算

受益者負担はありません。

事業の評価

12 評価の理由

その他

306

低い

576 122.0%

改善の余地あり

改善の余地あり

改善の余地あり

適切

妥当

妥当

高い

高い

すべて

普通

支
　
出

13

11

　子どもたちの読書離れが進行し、本を好きになる機会を与えられなくなります。

⑤受益者負担は妥当である。

縮小・廃止
した場合

マスコットキャラクターである「よむらび」を活用して、子どもたちに図書館に興味を
持ってもらう動機付けは効果があります。

　家庭、地域、学校における子ども読書活動の推進や環境整備をさらに促進することができ
ます。

③事業効果が高い。

⑥手法は適切である。

①法により市町村義務と定められている。

低い

④事業範囲・規模は妥当である。

会場の混雑具合から、現在の開催規模が妥当です。

需用費

合 計

300
事
業
費

0

拡大した場合

10 総事業費(千円)
5,460

606

第２次東浦町子ども読書活動推進計画を推進していくため、行政の関与は必要です。

定例のイベントや講座に加え、新しいイベントや講座を実施することで新たな利用者が図
書館に足を運ぶきっかけになります。

②行政関与の必要性が高い。

いいえ

廃止

普通

改善 現状維持拡大事業の方向性 ○ 縮小

事業を

一部

97.2%

0

289

300

0

589

94.4%

100.0%

0

役務費

5,456 6,143対前年比(％) 対前年比(％)

224

85.8%248

0

472

74.7%

0

0

80.1%

120.2%

6,306

298

対前年比(％)

124.1%

0

0

278

0
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